
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
液晶表示パネルを用いて画像を表示する液晶表示装置において、

視聴予約時刻の所定時間前に、前記液晶表示パネルに対して熱を加える加熱手段とを
備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
前記請求項１に記載の液晶表示装置において、
前記所定時間を使用環境温度に応じて求めることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
前記請求項１又は２に記載の液晶表示装置において、
前記加熱手段は、前記液晶表示パネルを照射するバックライト光源であることを特徴とす
る液晶表示装置。
【請求項４】
前記請求項３に記載の液晶表示装置において、
前記加熱手段として、前記バックライト光源の一部のみを用いることを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項５】
前記請求項４に記載の液晶表示装置において、
前記加熱手段として用いられる一部のバックライト光源は、前記液晶表示パネルの下部に
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対応するバックライト光源であることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項６】
前記請求項３乃至５のいずれかに記載の液晶表示装置において、
前記液晶表示パネルに対して、前記加熱手段が駆動されていることを示すＯＳＤ表示を行
うことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
液晶表示パネルを用いて画像を表示する液晶表示装置において、
１垂直表示期間経過後に前記液晶表示パネルを入力画像信号により定められる透過率に応
答させるための強調変換パラメータを格納した格納手段と、
前記強調変換パラメータを用いて、入力画像信号に対し強調変換処理を施すことにより、
液晶表示パネルの光学応答特性を補償する強調変換手段と、

視聴予約時刻に前記液晶表示パネルが前記強調変換パラメータの実測された環境下に
おける基準温度になるように、 視聴予約時刻の所定時間前に、前記液晶表示パネルに
対して熱を加える加熱手段とを備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】
前記請求項７に記載の液晶表示装置において、
前記格納手段は、異なる複数の基準温度条件において、１垂直表示期間経過後に前記液晶
表示パネルを入力画像信号により定められる透過率に応答させるための複数の強調変換パ
ラメータを格納しており、
前記加熱手段は、 視聴予約時刻に前記液晶表示パネルが使用環境温度よりも高く且つ
最も低い基準温度となるように、前記液晶表示パネルに対して熱を加えるものであること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項９】
前記請求項７又は８に記載の液晶表示装置において、
前記格納手段は、現垂直表示期間の画像信号と１垂直表示期間前の画像信号とから指定さ
れる強調変換パラメータを格納したテーブルメモリであることを特徴とする液晶表示装置
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶表示パネルを用いて画像を表示する液晶表示装置に関し、特に視聴予約を
行うことが可能な液晶表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近来、パーソナルコンピュータやテレビ受信機などの軽量化、薄形化によってディスプレ
イ装置も軽量化、薄形化が要求されており、このような要求に従って陰極線管（ＣＲＴ）
の代わりに、液晶層と該液晶層にデータ電圧を印加する電極とを有する液晶表示パネルを
用いた液晶表示装置（ＬＣＤ）のようなフラットパネル型ディスプレイが開発されている
。
【０００３】
ＬＣＤは二つの基板の間に注入されている異方性誘電率を有する液晶層に電界を印加し、
この電界の強さを調節して基板を透過する光の量を調節することによって所望の画像信号
を得る表示装置である。このようなＬＣＤは携帯の簡便なフラットパネル型ディスプレイ
のうちの代表的なものであり、この中でも薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）をスイッチング素
子として用いたＴＦＴ　ＬＣＤが主に用いられている。
【０００４】
しかしながら、液晶の温度特性は、低温時の入力信号に対する追従性が極端に悪くなるこ
とが知られている。最近では、ＬＣＤがコンピュータのディスプレイ装置だけでなくテレ
ビ受信機のディスプレイ装置として広く用いられるため、動画像を具現する必要が増加し
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ているが、低温時においては特に液晶速度が遅いため、残像や尾引き等の画質劣化が発生
し、動画像の品位が著しく低下するという短所があった。
【０００５】
このような低温時における液晶の応答速度の問題を改善するために、例えば実開平１－１
４０５２０号公報、特開平３－３３７２０号公報、特開平１０－２２８０１３号公報など
には、低温時の液晶応答特性を補償するための発熱体、ヒータを設けて、強制的に液晶表
示パネルを昇温させ、早期に液晶の正常動作温度まで高くすることが提案されている。
【０００６】
また、特開平１０－３３３１２４号公報には、温度センサからの検知信号が液晶表示素子
の表示不能温度以下である場合、白熱バルブ（光源）の印加電圧を高めて液晶表示素子の
昇温を行うことによって、熱線等のヒータを設けることなく、液晶表示素子の低温時にお
ける応答性の悪さを改善するものが開示されている。
【０００７】
【特許文献１】
実開平１－１４０５２０号公報
【特許文献２】
特開平３－３３７２０号公報
【特許文献３】
特開平１０－２２８０１３号公報
【特許文献４】
特開平１０－３３３１２４号公報
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述した従来の技術においては、液晶表示装置の主電源がオンされて入力
画像を表示する際に、液晶表示パネルを昇温させることによって画質の劣化を抑制してい
るが、視聴開始時から液晶の正常動作温度に達するまでの間、視聴者は画質の悪い表示画
像を視聴しなければならないという問題があった。
【０００９】
本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、視聴予約時刻に正しい画像表示が可能
となる温度に達するように、視聴予約時刻の所定時間前から、液晶表示パネルに対して熱
を加えることにより、視聴開始当初から高品位な表示画像を提示することが可能な液晶表
示装置を提供するものである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本願の第１の発明は、液晶表示パネルを用いて画像を表示する液晶表示装置において、

視聴予約時刻の所定時間前に、前記液晶表示
パネルに対して熱を加える加熱手段とを備えたことを特徴とする。これによって、視聴予
約時刻に液晶表示パネルが所定の温度（正しい画像表示が可能な温度）に達するように制
御することができ、視聴開始当初から高品位な表示画像を視聴することが可能となる。
【００１１】
本願の第２の発明は、前記所定時間を使用環境温度に応じて求めることを特徴とする。こ
れによって、加熱手段の駆動を必要最小限の時間に留めることが可能であり、消費電力の
増加を抑制することができる。
【００１２】
本願の第３の発明は、前記加熱手段が、前記液晶表示パネルを照射するバックライト光源
であることを特徴とする。これによって、ヒータ等の新規部材を追加することなく、液晶
表示パネルに対して熱を加えることができるとともに、視聴開始当初におけるバックライ
ト光源自身の動作も安定させることが可能となる。
【００１３】
本願の第４の発明は、前記加熱手段として、前記バックライト光源の一部のみを用いるこ
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とを特徴とする。これにより、バックライト光源の全てを駆動する場合に比べて、消費電
力を低減することが可能である。
【００１４】
本願の第５の発明は、前記加熱手段として用いられる一部のバックライト光源が、前記液
晶表示パネルの下部に対応するバックライト光源であることを特徴とする。これによって
、消費電力を低減することが可能であるとともに、液晶表示パネル全面を均一に効率良く
昇温させることができる。
【００１５】
本願の第６の発明は、前記液晶表示パネルに対して、前記加熱手段が駆動されていること
を示すＯＳＤ表示を行うことを特徴とする。これにより、当該装置が暖気駆動を行ってい
ることを使用者は画面上で認識することが可能となる。
【００１６】
本願の第７の発明は、液晶表示パネルを用いて画像を表示する液晶表示装置において、１
垂直表示期間経過後に前記液晶表示パネルを入力画像信号により定められる透過率に応答
させるための強調変換パラメータを格納した格納手段と、前記強調変換パラメータを用い
て、入力画像信号に対し強調変換処理を施すことにより、液晶表示パネルの光学応答特性
を補償する強調変換手段と、 視聴予約時刻
に前記液晶表示パネルが前記強調変換パラメータの実測された環境下における基準温度に
なるように、 視聴予約時刻の所定時間前に、前記液晶表示パネルに対して熱を加える
加熱手段とを備えたことを特徴とする。これによって、視聴開始時刻に液晶表示パネルを
確実に１垂直表示期間経過後に入力画像信号の定める透過率（目標階調輝度）へ応答到達
させることが可能となり、高画質の画像表示を実現することができる。
【００１７】
本願の第８の発明は、前記格納手段が、異なる複数の基準温度条件において、１垂直表示
期間経過後に前記液晶表示パネルを入力画像信号により定められる透過率に応答させるた
めの複数の強調変換パラメータを格納しており、前記加熱手段が、視聴予約時刻に前記液
晶表示パネルが使用環境温度よりも高く且つ最も低い基準温度となるように、前記液晶表
示パネルに対して熱を加えるものであることを特徴とする。これによって、視聴開始時刻
前における暖気駆動時間を短縮することができ、消費電力の増加を抑制することが可能と
なる。
【００１８】
本願の第９の発明は、前記格納手段が、現垂直表示期間の画像信号と１垂直表示期間前の
画像信号とから指定される強調変換パラメータを格納したテーブルメモリであることを特
徴とする。これによって、どのような階調遷移を持つ動画像に対しても、確実に液晶表示
パネルの光学応答特性を補償して、所望の階調表示を行うことが可能とな
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の液晶表示装置における一実施形態を、図１乃至図３とともに詳細に説明す
る。ここで、図１は本実施形態の液晶表示装置における要部概略構成を示すブロック図、
図２は本実施形態の液晶表示装置におけるオンタイマー時の動作を示すフローチャート、
図３は本実施形態の液晶表示装置における時間－温度／応答時間特性を示す説明図、図４
は（ａ）直下型ＣＣＦＴ、（ｂ）（ｃ）サイド照射型ＣＣＦＴを用いたバックライト光源
と液晶表示パネルとの位置関係を示す説明図である。
【００２０】
本実施形態の液晶表示装置を示す図１において、１はアンテナ（図示せず）より受信され
たテレビ放送波から指定チャンネルの画像信号を出力するチューナ、２はチューナ１で選
局された画像信号に基づいて、液晶表示パネル３の電圧印加電極を駆動する電極駆動部で
ある。
【００２１】
４は液晶表示パネル３の裏面に配置された直下照射型又はサイド照射型のバックライト光
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源、５は該バックライト光源４の消灯／点灯を駆動制御するための光源駆動部である。尚
、バックライト光源４としては、蛍光灯ランプ（ＣＣＦＴ）の他、ＬＥＤ（発光ダイオー
ド）光源など種々の光源を用いることが可能である。
【００２２】
６は視聴予約の開始時刻、終了時刻、視聴チャンネルなどの指示入力情報をリモートコン
トローラ（図示せず）より受信するリモコン受光部、７は装置内温度（使用環境温度）を
検知する温度センサ、８はリモコン受光部６で受信した各種の指示入力情報、及び温度セ
ンサ７による検知データに基づいて、チューナ１、電極駆動部２、光源駆動部５、その他
の図示しない回路部に対して動作制御を行うためのマイコンである。
【００２３】
尚、視聴予約の開始時刻、終了時刻、視聴チャンネルは、テレビ放送信号に多重して送信
されるＥＰＧ（電子番組表）情報などを用いて、使用者が簡単に設定入力することが可能
である。また、温度センサ７はなるべく液晶表示パネル３そのものの温度を検出すること
が可能に設けられるのが望ましく、１個のみならず複数個をそれぞれ装置内の異なる位置
に設けても良い。
【００２４】
次に、本実施形態におけるオンタイマー視聴予約動作時のマイコン処理について、図２及
び図３とともに説明する。まず、オンタイマー予約時に本発明の暖気モードが設定されて
いるか否かを判断し（ステップ１）、暖気モードが設定されている場合は、視聴予約時刻
（視聴開始時刻）の時間ｔｎ前になったかどうかを検出する（ステップ２）。ここで、時
間ｔｎは「１５分」、「３０分」等の予め設定された時間であり、工場出荷時に固定値を
設定しても良いし、使用者がオンタイマー予約時などに任意に設定可能としても良い。
【００２５】
そして、視聴開始時刻の時間ｔｎ前になったとき、その時点で温度センサ７により検知さ
れた装置内温度Ｔ１を取得し（ステップ３）、バックライト光源４を点灯駆動した場合に
液晶表示パネル３が温度Ｔ１から液晶の正常動作温度Ｔ２（例えば６０℃）に到達するた
めに必要な時間ｔ１を算出する（ステップ４）。
【００２６】
さらに、ステップ４で求められた時間ｔ１と時間ｔｎとを比較し（ステップ５）、時間ｔ
１が時間ｔｎよりも大きい場合は、すぐにバックライト光源４を点灯駆動する（ステップ
７）。時間ｔ１が時間ｔｎよりも小さい場合は、現在時刻が視聴開始時刻から時間ｔ１を
減算した時刻になったか否かを検出して（ステップ６）、視聴開始時刻から時間ｔ１前に
なったときに、バックライト光源４を点灯駆動する（ステップ７）。
【００２７】
このように、視聴予約時刻が到来する前に、バックライト光源４を点灯駆動して、液晶表
示パネル３に熱を与えるため、使用者が予約した視聴開始時刻には、液晶表示パネル３を
正常動作温度Ｔ２にすることができる。この期間においては、液晶表示パネル３のデータ
電極には黒信号電圧を印加するよう制御することによって、画面上には何も表示されてい
ない状態（黒表示状態）とする。
【００２８】
次に、現在時刻が視聴開始時刻に一致したとき（ステップ８）、チューナ１やその他の回
路部にも電源を供給してシステムオンとする（ステップ９）。これによって、チューナ１
で選局された視聴予約チャンネルに係る画像信号を電極駆動部２に出力し、液晶表示パネ
ル３に所望の画像を表示する。
【００２９】
以上のように、本実施形態の液晶表示装置によれば、低温使用環境においても、視聴者は
液晶の応答特性による画質劣化のない高品位な動画像を視聴開始時から視聴することがで
きる。例えば、冬期の早朝番組を視聴予約設定（毎日繰返し予約、毎週繰返し予約等）す
る際、本発明の暖気モードを設定指示しておくだけで、視聴予約した番組映像を最初（視
聴開始当初）から高画質で視聴することが可能となる。
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【００３０】
尚、上述した本発明の一実施形態においては、使用者が暖気モードの設定を行うようにし
たものについて説明したが、このようなユーザ設定がなくても、周辺温度に応じて本発明
の暖気駆動を自動的にスタートするようにしても良い。すなわち、図２におけるステップ
１は必須ではなく、常にステップ２からスタートしても問題ない。また、カレンダー時計
機能を利用して、例えば冬季（１２～２月）の深夜早朝（０時～８時）であることを検出
した場合においてのみ、ステップ２から動作スタートするようにしても良い。
【００３１】
また、上述した本発明の一実施形態においては、液晶表示パネル３に対して熱を加える加
熱手段として、発熱効果を有するバックライト光源４を用いたものについて説明したが、
これに限らず、他の回路電源部が発生する熱などを利用しても良いし、例えば液晶表示パ
ネル３の表示電極を発熱体として利用することで、液晶を加熱する構成としても良い。ま
た、ヒータ等の発熱部材を別途設けて、液晶表示パネル３を加熱する構成としても良いこ
とは言うまでもない。
【００３２】
ただし、上記一実施形態のように、視聴開始時刻前にバックライト光源４を点灯駆動する
場合は、視聴開始時刻における液晶応答速度を保証することができるばかりでなく、バッ
クライト光源４として用いられるＣＣＦＴそのものの視聴開始時刻における動作も安定さ
せることが可能である。また、一般的にＣＣＦＴは菅壁温度が約５０～７０℃であるとき
、大きな発光輝度が得られるため、視聴開始時から十分な画面輝度にて映像を視聴するこ
とができる。
【００３３】
さらに、上記一実施形態においては、視聴開始時刻前におけるバックライト光源４の点灯
駆動に伴う消費電力をできるだけ小さなものとするために、視聴開始時刻の時間ｔｎ前に
バックライト光源４の点灯駆動が必要な時間ｔ１を求めて、必要最小限の時間ｔ１だけ視
聴開始直前にバックライト光源４の点灯駆動を行っているが、これに限らず、視聴開始時
刻前におけるバックライト光源４の点灯駆動時間は、予め決められた固定の時間であって
も良いし、使用者が任意に設定可能としても良いことは明らかである。
【００３４】
そしてまた、上記一実施形態においては、視聴開始時刻の時間ｔｎ前にバックライト光源
４として設けられた全てのＣＣＦＴ／ＬＥＤを点灯（全面点灯）駆動しているが、更なる
消費電力低減のために、視聴開始時刻前の暖気駆動時は一部のＣＣＦＴ／ＬＥＤのみを点
灯駆動することによって、液晶表示パネルを昇温させるようにしても良い。
【００３５】
ここで、全てのＣＣＦＴ／ＬＥＤを点灯駆動した場合、気流等の関係によって液晶表示パ
ネルの下部より上部の方が昇温しやすいため、視聴開始時刻前の暖気駆動においては、例
えば図４に示すように、昇温し難い液晶表示パネルの下部に対応するＣＣＦＴのみを点灯
駆動すれば良い。尚、図４においては、視聴開始時刻前に液晶表示パネルを加熱するため
に点灯駆動されるＣＣＦＴをハッチングにて表している。また、液晶表示パネルは破線で
示している。
【００３６】
この場合、図２に示したフローチャートにおいて、ステップ７ではバックライト光源の一
部のみを点灯駆動させて、ステップ９のシステムオン時にバックライト光源の全てを点灯
駆動するように、バックライト光源の駆動制御を行えば良い。これによって、バックライ
ト光源の全てを駆動する場合に比べて、消費電力の低減に加え、液晶表示パネル全面を効
率良く昇温させることが可能となり、液晶表示パネルの温度分布を均一化することができ
る。
【００３７】
さらに、図２のステップ７のバックライト光源のオン動作（暖気駆動）において、点灯駆
動するＣＣＦＴ／ＬＥＤの本数／個数を、時間経過とともに増加させるようにしても良い
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。この場合も、液晶表示パネルの温度分布を均一化するため、液晶表示パネルの下部に対
応するＣＣＦＴ／ＬＥＤから順次点灯駆動すれば良い。
【００３８】
また、上記一実施形態においては、視聴開始時刻前に液晶表示パネル３の暖気駆動を行っ
ている間、該液晶表示パネル３のデータ電極には黒信号電圧を印加して、全画面上で黒表
示状態となるようにしているが、例えば視聴予約時刻までの残時間を示す文字やキャラク
ターなどをＯＳＤ（オンスクリーンディスプレイ）表示することによって、当該装置が暖
気モードで動作中（加熱手段が駆動中）であることを画面上で認識できるようにしても良
い。
【００３９】
或いは、視聴開始時刻前に液晶表示パネル３の暖気駆動を行っている間、例えば時間とと
もに黒レベル、白レベル、黒レベル、・・・を繰り返すような特定パターンデータを液晶
表示パネル３のデータ電極に印加するようにしても良い。この場合は、液晶層の液晶分子
を強制的に大きく運動させることによって、液晶の応答特性を改善することが可能となる
。
【００４０】
さらに、上述した本発明の一実施形態においては、視聴開始時刻を使用者により指示入力
されたオンタイマー視聴予約時刻としたが、ＥＰＧ（電子番組表）情報を利用するなどし
て、番組視聴パターン（履歴）を記憶しておき、その番組視聴パターンに基づき、視聴が
予想される番組の放送開始時刻に先立って、本発明の暖気駆動を行うように構成しても良
い。これによって、特にオンタイマー予約の設定がなされない場合であっても、使用者の
関心がある番組映像を常に視聴開始当初から高画質で視聴することが可能となる。
【００４１】
次に、本発明の液晶表示装置における他の実施形態を、図５乃至図８とともに詳細に説明
するが、上記一実施形態と同一部分には同一符号を付し、その説明は省略する。ここで、
図５は本実施形態の液晶表示装置における要部概略構成を示すブロック図、図６は本実施
形態の液晶表示装置におけるＯＳテーブルメモリの一例を示す概略説明図、図７は本実施
形態の液晶表示装置における装置内温度と参照テーブルメモリとの関係を示す説明図、図
８は液晶に加える電圧と液晶の応答との関係を示す説明図である。
【００４２】
本実施形態の液晶表示装置は、液晶の応答速度の問題を改善するために、１フレーム前の
入力画像信号と現フレームの入力画像信号の組み合わせに応じて、予め決められた現フレ
ームの入力画像信号に対する階調電圧より高い（オーバーシュートされた）駆動電圧或い
はより低い（アンダーシュートされた）駆動電圧を液晶表示パネルに供給する液晶駆動方
法（以下、本願明細書においては、オーバーシュート（ＯＳ）駆動と定義する）を用いた
ものである。
【００４３】
図５において、１１ａ、１１ｂは入力画像信号の１フレーム期間前後における階調遷移に
応じた印加電圧データ（強調変換パラメータ）を、装置内温度に対応して格納しているＯ
Ｓテーブルメモリ（ＲＯＭ）、１２はフレームメモリ（ＦＭ）、１３はこれから表示する
Ｍ番目のフレームの入力画像信号（Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｄａｔａ）と、フレームメモリ１２
に保存されたＭ－１番目のフレームの入力画像信号（Ｐｒｅｖｉｏｕｓ　Ｄａｔａ）とを
比較し、該比較結果（階調遷移）に対応する強調変換パラメータをＯＳテーブルメモリ（
ＲＯＭ）１１ａ、１１ｂのいずれかより読み出して、この強調変換パラメータに基づいて
Ｍ番目のフレームの画像表示に要する強調変換信号（書込階調データ）を決定する強調変
換部である。
【００４４】
ここで、マイコン１８は、温度センサ７で検出された装置内温度に応じて、ＯＳテーブル
メモリ（ＲＯＭ）１１ａ、１１ｂのいずれかを選択して、強調変換パラメータを切り替え
るための切替制御信号を強調変換部１３に出力する。ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１
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ａ、１１ｂに格納されている強調変換パラメータＬＥＶＥＬ　１、ＬＥＶＥＬ　２は、そ
れぞれ基準温度Ｔ３、Ｔ４（Ｔ３＜Ｔ４）の環境下における、液晶表示パネル３の光学応
答特性の実測値から予め得られるものであり、それぞれの強調変換度合いはＬＥＶＥＬ　
１＞ＬＥＶＥＬ　２の関係となっている。
【００４５】
尚、例えば表示信号レベル数すなわち表示データ数が８ビットの２５６階調である場合、
ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）には、２５６の全ての階調に対する強調変換パラメータ（
実測値）を持っていても良いが、例えば図６に示すように、３２階調毎の９つの代表階調
についての強調変換パラメータ（実測値）のみを記憶しておき、その他の階調に対する強
調変換信号は、上記実測値から線形補完等の演算で求めるように構成することで、ＯＳテ
ーブルメモリ（ＲＯＭ）の記憶容量を抑制することができる。
【００４６】
本実施形態の液晶表示装置においては、図７に示すように、温度センサ７で検出された装
置内温度Ｔ１が切替閾値温度Ｔｈ以下であれば、マイコン１８は強調変換部１３に対し、
ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１ａを選択して参照するように指示する。これによって
、強調変換部１３はＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１ａに格納されている強調変換パラ
メータＬＥＶＥＬ　１を用いて、入力画像信号の強調変換処理を行う。
【００４７】
また、温度センサ７で検出された装置内温度Ｔ１が切替閾値温度Ｔｈより大きければ、マ
イコン１８は強調変換部１３に対し、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１ｂを選択して参
照するように指示する。これによって、強調変換部１３はＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）
１１ｂに格納されている強調変換パラメータＬＥＶＥＬ　２を用いて、入力画像信号の強
調変換処理を行う。
【００４８】
このように、使用環境温度に応じて、液晶表示パネル３の光学応答特性を補償すべくオー
バーシュート駆動を行うことにより、図８に示すように、１フレーム期間（例えば６０Ｈ
ｚのプログレッシブスキャンの場合は１６．７ｍｓｅｃ）経過後に液晶が入力画像信号の
定める透過率（目標階調輝度）へ到達することが可能となり、目標の中間調を短時間（１
フレーム期間内）で表示することができる。
【００４９】
しかしながら、上記強調変換パラメータＬＥＶＥＬ　１、ＬＥＶＥＬ　２は、それぞれ基
準温度Ｔ３、Ｔ４において、１フレーム期間経過後に液晶が入力画像信号により定められ
る透過率に応答することが可能な印加電圧データの実測値であり、装置内温度Ｔ１が上記
基準温度Ｔ３、Ｔ４と大きく異なっている場合、ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１ａ、
１１ｂのいずれを参照して強調変換を行ったとしても、正確に液晶を１フレーム期間経過
後に入力画像信号により定められる透過率に応答させることができず、正しい画像表示が
できない。
【００５０】
そこで、本実施形態の液晶表示装置は、視聴開始時刻に液晶表示パネル３が、強調変換パ
ラメータＬＥＶＥＬ　１、ＬＥＶＥＬ　２の実測された環境下における基準温度Ｔ３、Ｔ
４のいずれかになるように、視聴予約開始時刻の所定時間前から、液晶表示パネル３に対
して熱を加えることにより、視聴開始当初から高品位な表示画像を提示するものである。
【００５１】
すなわち、視聴開始時刻の時間ｔｎ前における、温度センサ７により検知された装置内温
度Ｔ１が、基準温度Ｔ３（例えば１０℃）以下の場合は、バックライト光源４を点灯駆動
した場合に液晶表示パネル３が温度Ｔ１から基準温度Ｔ３に到達するために必要な時間ｔ
３を算出し、視聴開始時刻から時間ｔ３前になったときに、バックライト光源４を点灯駆
動して、液晶表示パネル３を加熱する。
【００５２】
また、視聴開始時刻の時間ｔｎ前における、温度センサ７により検知された装置内温度Ｔ
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１が、基準温度Ｔ３より大きく基準温度４（例えば３０℃）以下の場合は、バックライト
光源４を点灯駆動した場合に液晶表示パネル３が温度Ｔ１から基準温度Ｔ４に到達するた
めに必要な時間ｔ４を算出し、視聴開始時刻から時間ｔ４前になったときに、バックライ
ト光源４を点灯駆動して、液晶表示パネル３を加熱する。
【００５３】
このように、視聴予約時刻が到来する前に、予めバックライト光源４を点灯駆動して、液
晶表示パネル３に熱を与えるため、使用者が予約した視聴開始時刻には、液晶表示パネル
３を基準温度Ｔ３、Ｔ４のいずれかにすることができる。従って、使用環境温度にかかわ
らず、視聴開始当初から１垂直表示期間経過後に液晶表示パネル３を確実に入力画像信号
の定める透過率（目標階調輝度）へ応答到達させることが可能となり、高画質の画像表示
を実現することができる。
【００５４】
尚、上記実施形態においては、２段階の温度範囲のそれぞれに対応した２種類の強調変換
パラメータＬＥＶＥＬ　１、ＬＥＶＥＬ　２を格納したＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１
１ａ、１１ｂを設け、各々のＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１ａ、１１ｂを装置内温度
の検出データに基づいて切替参照することにより、強調変換パラメータＬＥＶＥＬ　１、
ＬＥＶＥＬ　２のいずれかを用いてオーバーシュート駆動（強調変換処理）を行うものに
ついて説明したが、１以上の任意の数Ｍの強調変換パラメータＬＥＶＥＬ　１～ＬＥＶＥ
Ｌ　ｍを切り替えてオーバーシュート駆動（強調変換処理）を行う構成としても良いこと
は言うまでもない。
【００５５】
この場合も、液晶表示パネル３を装置内温度Ｔ１よりも高く且つ最も低い基準温度Ｔｍ（
１≦ｍ≦Ｍ）となるように加熱することにより、視聴開始時刻前における暖気駆動時間を
短縮することができ、消費電力の増加を抑制することが可能となる。また、視聴開始当初
から正確に液晶を１フレーム期間経過後に入力画像信号の定める透過率に応答させること
が可能となり、残像のない高画質な画像表示を実現することができる。
【００５６】
ここで、視聴開始後においても装置内温度を上記基準温度Ｔｍのいずれかで安定化させる
ために、適宜冷却ファン（図示せず）を駆動して放熱したり、冷却ファン（図示せず）を
停止して保熱したり、或いは別途設けたヒータ等の発熱部材（図示せず）により加熱する
などして、装置内温度（パネル温度）を調整する構成としても良い。
【００５７】
尚、上記実施形態においては、どのような階調遷移を持つ動画像に対しても、確実に液晶
表示パネルの光学応答特性を補償して、正しい画像表示を可能とするために、現フレーム
の画像信号と１フレーム前の画像信号とからアドレス指定される強調変換パラメータ（印
加電圧データ）を２次元マトリクス状に格納したＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）１１ａ、
１１ｂを備え、この強調変換パラメータを用いて、現フレームの画像信号に対し強調変換
を施すものについて説明したが、現フレームの画像信号の階調レベルから一意に決定され
る強調変換パラメータ（印加電圧データ）を格納した１次元のテーブルメモリを用いても
良い。
【００５８】
また、上記実施形態においては、各温度範囲に対応した複数の強調変換パラメータを、そ
れぞれ個別に設けられたＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）に格納しているが、単一のＯＳテ
ーブルメモリ（ＲＯＭ）の異なるテーブル領域に格納しておき、マイコン１８からの切替
制御信号に応じて、参照するテーブル領域を適応的に切り替えることにより、強調変換パ
ラメータを切替選択して、液晶表示パネル３に供給する強調変換信号を求めるように構成
しても良い。
【００５９】
さらに、強調変換パラメータとして、例えば遷移前の階調と遷移後の階調とを変数とする
装置温度毎の２次元関数ｆ（ｐｒｅ，ｃｕｒ）を用意しておき、これを用いて入力画像信
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号に対し、液晶表示パネル３の光学応答特性を補償する強調変換処理を施す構成としても
良い。
【００６０】
【発明の効果】
本発明の液晶表示装置は、上記のような構成としているので、視聴予約時刻に正しい画像
表示が可能となる温度に達するように、視聴予約時刻の所定時間前に、液晶表示パネルに
対して熱を加えることにより、視聴開始当初から高品位な表示画像を視聴することが可能
となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の液晶表示装置の一実施形態における要部概略構成を示すブロック図であ
る。
【図２】本発明の液晶表示装置の一実施形態におけるオンタイマー時の動作を示すフロー
チャートである。
【図３】本発明の液晶表示装置の一実施形態における時間－温度／応答時間特性を示す説
明図である。
【図４】（ａ）直下型ＣＣＦＴ、（ｂ）（ｃ）サイド照射型ＣＣＦＴを用いたバックライ
ト光源と液晶表示パネルとの位置関係を示す説明図である。
【図５】本発明の液晶表示装置の他の実施形態における要部概略構成を示すブロック図で
ある。
【図６】本発明の液晶表示装置の他の実施形態におけるＯＳテーブルメモリの一例を示す
概略説明図である。
【図７】本発明の液晶表示装置の他の実施形態における装置内温度と参照テーブルメモリ
との関係を示す説明図である。
【図８】本発明の液晶表示装置の他の実施形態における液晶に加える電圧と液晶の応答と
の関係を示す説明図である。
【符号の説明】
１　チューナ
２　電極駆動部
３　液晶表示パネル
４　バックライト光源
５　光源駆動部
６　リモコン受光部
７　温度センサ
８、１８　マイコン
１１ａ，１１ｂ　ＯＳテーブルメモリ（ＲＯＭ）
１２　フレームメモリ（ＦＭ）
１３　強調変換部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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